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南鳥島の小笠原村独自の事前調査実施についての要望 
 

 日頃より、小笠原の環境保全及び、人と自然の共生にご尽力頂き心より感謝いたします。  
 さて、2026年 3月に、政府から小笠原村へ高レベル核廃棄物の最終処分場建設検討のため
の第 1 段階である文献調査実施の申し入れがありました。まず、同調査の受け入れの可否につい
ては、丁寧で時間をかけたプロセスが重要と考えます。千年、万年単位の未来の入口となる議論

には、最短でも年単位の議論が必要と考えます。また、文献調査の実施体制としては、経産省や

NUMO の選定に拠らない第三者を含む客観性のある主体の参画が不可欠であり、調査項目、評
価手法、概略調査への移行手続きについての事前協議が必要と考えます。 
ただし、現時点では、文献調査の受け入れの是非を話合う前に、南鳥島の知見・情報が絶対的

に不足しています。住民が受け入れについて考え、話し合い、判断するためには、与えられる説明

だけに依存せず、自らが南鳥島を調べ、知り、理解し、地域の考えを育む姿勢と時間が必要です。 
私達は、文献調査に先立ち、小笠原村が同地域を対象とする多様な調査を実施して、結果を住

民と共有し、話し合うべき南鳥島の情報を得ることが大切だと考え、同調査の実施を要望します。

なお、私達は、南鳥島の自然環境や風土等を調べることについて、協力を惜しみません。 
 

南鳥島についての小笠原自然文化研究所の考え方 
 

南鳥島は、洋上にちらばる小笠原諸島においても、もっとも隔絶している故に、情報の非常に少

ない島嶼のひとつです。しかしながら、過去の数少ない知見から、小笠原固有種ミズタマヤッコが

発見された場所であることや、トゲミウドノキの国内唯一の生息地とあることがわかります。また、日

本唯一のシロアジサシの繁殖地であり、希少な南方系海鳥の集団繁殖地として国指定鳥獣保護

区に指定されています。陸域の生態系は第 2 次世界大戦などの人間活動で大きく損傷しましたが、
現在は回復期にあり、近い将来日本の海鳥の種多様性を下支えする島となることが期待されます。 
情報が少ないながら、南鳥島は十分に保全価値のある島嶼であると考えます。また、生物地理学

の観点から、洋上に孤立した南鳥島は、多くの海洋生物にとって不可欠なステップストーンとなっ

ている可能性があります。小笠原自然文化研究所では、小笠原諸島をかたちづくる重要なピース

である南鳥島の自然環境が、高レベル核廃棄物の最終処分場建設等の理由で損なわれる可能性

を強く憂慮しています。一方で、過去 60年来、国内のエネルギーの一端を原子力で賄ってきた日
本で、最終処分場を含む、原子力利用の課題は、小笠原島民はじめ、全国民で考える事柄だと考

えます。そして、小笠原でこの問題に向き合うためには、小笠原村民自らが、南鳥島のことを自ら

知る必要があります。地域主体の調査の実現についてご検討頂ければ幸いです。 
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＜別添資料＞  南鳥島の自然生態系に関する情報（作成作業中） 小笠原自然文化研究所 
 

1. 自然生態系に関する価値 

◯国内唯一の海鳥繁殖地 

・シロアジサシ Gygis alba の国内唯一の繁殖地 

 

◯絶滅危惧種の海鳥繁殖地 

・コアホウドリ Diomedea immutabilis (環境省レッドリスト 2026: EN)の繁殖地 

・アカオネッタイチョウ Phaethon rubricauda（環境省レッドリスト 2026: VU）の繁殖地 

・アカアシカツオドリ Sula sula（環境省レッドリスト 2026: VU）の巣材運び行動記録 

 

◯海鳥の主要な繁殖地 

・ヒメクロアジサシ Anous minutus の国内最大の繁殖地 

・セグロアジサシ Onychoprion fuscatus の主要な繁殖地 

 

◯固有海産魚類の生息地 

・ミズタマヤッコ Genicanthus takeuchii の生息地（小笠原諸島固有種） 

（環境省海洋生物レッドリスト 2017: DD） 

・ヤセタマカエルウオ Alticus orientalis の生息地（伊豆・小笠原諸島固有種） 

 

◯絶滅危惧種の甲殻類の生息地 

・サキシマオカヤドカリ Coenobita perlatus (環境省レッドリスト 2020: VU)の生息地 

 

◯国内唯一の植物自生地 

・国内唯一のトゲミウドノキ Pisonia grandis の自生地 

 

◯生物地理学的価値 

・南鳥島は日本で唯一太平洋プレート上に存在する島で、ハワイ諸島が属する中部太平洋区という沿

岸海洋生物地理区に属するため、国内では他に類を見ない生物相（サンゴ礁生物群集等）が成立して

いる可能性がある。 

 

◯自然環境保護政策 

・国指定鳥獣保護区（2009〜） 
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